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2023年卒大学生の就職活動実態調査～マイナビ 9月調査より 

 

 株式会社マイナビが、2023年卒業予定の全国の大学生・大学院生（以下、「学生」という）を

対象に実施した「マイナビ 2023年卒大学生 活動実態調査（９月）」の結果が発表されました。

来年入社予定の学生の動向がうかがえます。 

 

◆９月末時点での内々定率は 87.3％で過去最高 

 企業の採用意欲が高まっていることを受けてか、９月末時点での学生の内々定率は過去最高

の 87.3％となっています。学生の平均内々定保有社数は 2.5社で、前年よりも 0.2社増加して

います。 

 

◆内定通知書に関して 

 「内定通知書」については、「選考を通過し、自分がその企業に入社する権利があることを企

業が伝える書類」と認識している学生が最も多く（27.8％）、本来の意味である「受け取ること

で条件付きの労働契約（始期付解約権留保付労働契約）が成立する書類」であると認識してい

る学生は最も少ない（12.8％）という結果が出ています。書類が持つ法的意味について、企業

側からの説明が何かしら必要なのかもしれません。 

 

◆面接時のストレス 

 多くの学生は、志望企業を絞ってインターンシップなどを体験しており、選考に参加してい

る時点で、その企業への志望度合は高いはずです。しかし、第一志望ではない企業の選考の際

にその企業の志望順位を聞かれるケースも多いようで（85.9％）、その際、「第一志望であると

回答したが、ストレスを感じた」（42.3％）、「本当の志望順位を回答したが、ストレスを感じ

た」と、明確な志望順位を聞かれることにストレスを感じる学生が半数以上いることがわかり

ました。 

 

◆社会人として活躍するまでに想定している期間 

社会人として活躍するまでにどれくらいの期間を想定しているかという質問に対して最も多

かった回答は、「入社後３年目」（45.5％）でした。一方で、「１年目（即戦力として活躍した

い）」が 9.8％、「２年目」が 24.9％と、早い時期から活躍したいと考えている学生も一定数い

るようです。 

【マイナビ「「2023年卒大学生 活動実態調査（９月）」を発表」】 

https://www.mynavi.jp/news/2022/10/post_36989.html 
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副業・兼業の実態調査と導入の検討に向けて 

 

先ごろ、「副業・兼業の促進に関するガイドライン」パンフレットの改訂版が厚生労働省から公

表されました。７月に改訂された兼業副業ガイドラインの解説や副業・兼業に関するモデル就業

規則の規定、各種様式例がまとめられています。こうしたことを踏まえ、従業員の副業・兼業の

許可を検討する企業もあると思います。その前提として、副業等の実態がどうなっているのかは

押さえておきましょう。 

 

◆パーソル総合研究所の調査から 

2021 年の調査になりますが、パーソル総合研究所が従業員 10 人以上の企業に対して行った調

査によると、次のような実態がわかります。 

【企業側】 

・副業の全面禁止は 45.1％。容認（全面・条件付き）は 55.0％で、2018 年より 3.8 ポイント微

増。 

・副業人材を実際に受け入れているのは 23.9％、受入れ意向はあるが現在受入れがないのは

23.9％、受入れ意向なしは 52.3％ 

【従業員側】 

・実際に副業をしている人は 9.3％（年収 1,500 万円以上の高所得層に多い） 

・現在していないが副業意向がある人は 40.2％（低所得層になるほど多い） 

・動機は職種によらず、「収入の補填」が最多 

この調査では、他に過重労働リスクにつながりにくい副業の特徴と、職場支援のあり方などに

ついても報告されていますので、副業・兼業の許可を検討する際に参考になるでしょう。 

 

◆就業規則等の整備が必要です 

副業・兼業を認めるにあたっては、就業規則等の社内規程の整備や届出、労働時間の通算や健

康確保等についての検討、社会保険や労災についても確認しておくべきことがあります。また、

当然ながら秘密保持や競業避止の面からの検討も必要になります。 

 これらの対応や社内規程の整備については、弊所にご相談ください。 

【厚生労働省「副業・兼業」】 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000192188.html 

【パーソル総合研究所「第二回 副業の実態・意識に関する定量調査」】 

https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/data/sidejob2.html 
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11月は「過労死等防止啓発月間」です 

 

 厚生労働省では、11月を「過労死等防止啓発月間」と定め、過労死等をなくすためにシンポジ

ウムやキャンペーンなどの取組みを行います。これは、「過労死等防止対策推進法」に基づくも

ので、過労死等を防止することの重要性について国民の自覚を促し、関心と理解を深めるため、

毎年 11月に実施しています。 

 月間中は、国民への啓発を目的に、各都道府県において「過労死等防止対策推進シンポジウム」

を行うほか、「過重労働解消キャンペーン」として、長時間労働の是正や賃金不払残業の解消な

どに向けた重点的な監督指導やセミナーの開催、一般の方からの労働に関する相談を無料で受け

付ける「過重労働解消相談ダイヤル」などを行います。 

 

◆取組概要 

１ 国民への周知・啓発 

・「過労死等防止対策推進シンポジウム」の実施 

過労死等の防止のための活動を行う民間団体と連携して、47都道府県 48会場（東京は２会場）

でシンポジウムを開催します（無料でどなたでも参加できます。）。 

［参加申込方法］事前に下記ホームページからお申込みください。 

https://www.p-unique.co.jp/karoushiboushisympo/ 

・ポスターの掲示などによる国民に向けた周知・啓発の実施 

国民一人ひとりが自身にも関わることとして、過労死等とその防止に対する関心と理解を深め

られるよう、ポスターの掲示やパンフレット・リーフレットの配布、インターネット広告など多

様な媒体を活用した周知・啓発を行います。 

 

２ 過重労働解消キャンペーン 

 過労死等につながる過重労働などへの対応として、長時間労働の是正や賃金不払残業などの解

消に向けた重点的な監督指導や、全国一斉の無料電話相談「過重労働解消相談ダイヤル」などを

行います。 

【厚生労働省「過重労働解消キャンペーン」特設ページ】 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/roudoukijun/campaign_00004.html 

【厚生労働省「11月は「過労死等防止啓発月間」です」】 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_28319.html 
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注目の「人的資本経営」 

 

◆盛り上がりをみせている「人的資本経営」 

近年盛り上がりをみせている「人的資本」や「人的資本経営」のテーマですが、今年の８月 30

日には内閣官房から「人的資本可視化指針」が公表され、様々な媒体で取り上げられているとこ

ろです。本指針は上場企業向けに人的資本に関する開示のガイドラインを示したもので、「人材

戦略」の在り方について提言した「人材版伊藤レポート（2020年９月）」「人材版伊藤レポート

2.0（2022 年５月）」と併せて活用することが想定されています。これらは今後の企業経営の方

向性の参考になるものとして、非上場企業にとっても無視できない内容となっています。 

 

◆企業の人的資本の活性度は約 30～40％ 

「人的資本経営」は、経済産業省の定義では「人材を「資本」として捉え、その価値を最大限

に引き出すことで、中長期的な企業価値向上につなげる経営のあり方」であると示されています。 

株式会社リクルートが企業で働く 10,459 人を対象に実施した人的資本経営をテーマとした調

査によれば、今の職場が最適な部署配置だと感じている人、自分の知識やスキル・経験を活かす

ようなジョブ・アサインメント（仕事の割り当て）を実感している人の割合は約 30％、現在の仕

事に関する知識やスキル・経験を言語化できる人、現在の仕事のレベルを高めるために必要な知

識やスキル・経験を理解している人の割合は約 40％という結果だったそうです。 

このような結果からみえる企業の現況は、「人材の価値を最大限に引き出す」という人的資本

経営からは隔たりのあるものといえるでしょう。 

 

◆今後の動きにも要注目 

とかく大企業中心と考えられがちな「人的資本経営」ですが、中小企業でも人材獲得の面など

から注目されています。８月には、経済産業省および金融庁がオブザーバーとして参加する、人

的資本経営の実践に関する先進事例の共有、企業間協力に向けた議論、効果的な情報開示の検討

を行う「人的資本経営コンソーシアム」が設立され、様々な情報が出されることが予想されます。

今後の動きも注視していきたいところです。 

【経済産業省「人的資本経営 ～人材の価値を最大限に引き出す～」】 

https://www.meti.go.jp/policy/economy/jinteki_shihon/index.html 

【内閣官房「人的資本可視化指針」】 

https://www.cas.go.jp/jp/houdou/pdf/20220830shiryou1.pdf 

【株式会社リクルート「人的資本経営に関する働く人の意識調査（2022）」】 

https://www.recruit.co.jp/newsroom/pressrelease/assets/20220929_hr_01.pdf 
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マイナンバーカードで失業認定手続が可能に 

 

◆マイナンバーカードで失業認定手続 

 これまで、失業の認定の際には、受給資格決定時に申請者が提出した写真を貼付した雇用保険

受給資格者証（以下、「受給資格者証」という）等で、本人確認や処理結果の通知が行われてい

ました。令和４年 10月１日以降に受給資格決定される方について、本人が希望する場合には、マ

イナンバーカードによる本人認証を活用することで手続きを完了できるようになりました。マイ

ナンバーカードを活用する場合には、受給資格者証に添付する写真や失業の認定等の手続きごと

の受給資格者証の持参が不要になります。 

 

◆対象となる手続きと受給資格者証等 

 以下の手続きの際、マイナンバーカードで本人認証を行う場合は、受給資格者証等の提出が不

要になりました。なお、各種手続の処理結果は、下記（ ）内の受給資格通知等に印字し、交付さ

れます。 

〇雇用保険受給資格者証（雇用保険受給資格通知を交付） 

〇雇用保険高年齢受給資格者証（雇用保険高年齢受給資格通知を交付） 

〇雇用保険特例受給資格者証（雇用保険特例受給資格通知を交付） 

〇教育訓練給費金および教育訓練支援給付金受給資格者証 

（教育訓練受給資格通知を交付） 

 

◆気をつけたい点 

 気をつけたい点もあります。マイナンバーカードを活用して失業認定等の手続きを希望した場

合、それ以降は原則として受給資格者証等による手続きに変更することができません。また、本

人認証時のパスワード入力時に３回連続で誤入力するとロックがかかり、パスワード再設定の手

続きが必要です。当該手続をするという方には、ご案内するとよいでしょう。 

【厚生労働省「マイナンバーカードで失業認定手続ができるようになります」】 

https://www.mhlw.go.jp/hourei/doc/tsuchi/T221005S0032.pdf 
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新入社員の理想の上司・先輩は、「仕事について丁寧に指導する人」 

～日本能率協会の調査より 

 

一般社団法人日本能率協会は、2022 年度の「新入社員意識調査」を取りまとめました。協会

が提供する新入社員向け公開教育セミナーの参加者を対象に、仕事や働くことに対しどのよう

な意識を持っているかを調査したもので、４月４日～４月８日にインターネット調査で実施

し、545 人から回答を得ています。 

 

◆理想の上司・先輩は、「仕事について丁寧に指導する人」が 71.７％で１位 

理想の上司・先輩を尋ねたところ、「仕事について丁寧な指導をする上司・先輩（71.

７％）」が１位で、2012 年以降の調査で過去最高となりました。 

一方、2012 年、2014 年に数値の高かった「場合によっては叱ってくれる上司・先輩」や「仕

事の結果に対する情熱を持っている上司・先輩」は、今回の調査では大幅に数値が下がってい

ます。 

 

◆仕事の不安は、「上司・同僚など職場の人とうまくやっていけるか」が 64.6%で１位 

仕事をしていくうえでの不安については、「上司・同僚など職場の人とうまくやっていける

か（64.6％）」が１位となりました。続く２位は「仕事に対する現在の自分の能力・スキル

（53.4%）」となっています。 

社内の人間関係に不安を感じている一方で、社外の人間関係については「社外の人との人脈

を築けるかどうか」が 8.1％に留まり、社外の人脈づくりに対する不安は年々減っています。 

 

◆抵抗がある業務は、「指示が曖昧なまま作業を進めること」が１位 

 仕事をしていくうえでの抵抗感について尋ねたところ、「上司や先輩からの指示が曖昧で

も、質問しないで、とりあえず作業を進める」ことに「抵抗がある」（「抵抗がある」＋「ど

ちらかと言えば抵抗がある」）との回答が、82.7％で１位でした。 

「指示が曖昧なまま作業を進めること」に対しては、８割が抵抗を感じており、質問のしや

すい風土や対応が求められています。 

【一般社団法人日本能率協会「2022 年度 新入社員意識調査」】 

https://jma-news.com/wp-content/uploads/2022/09/20220912_new_employees_2022.pdf 
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高齢者の人口・就業者数が過去最高に～総務省統計より 

 

総務省は、「敬老の日」（９月 19日）にちなんで、我が国の 65歳以上の高齢者（以下、「高

齢者」という）の人口、就業について取りまとめました。 

 

◆75歳以上の人口が初めて 15％超に 

統計結果によると、高齢者の人口（2022 年９月 15 日現在推計）は 3,627 万人（前年比６万人

増）で過去最多に、総人口に占める割合は 29.1％（前年比 0.3ポイント増）で過去最高となって

います。また、75 歳以上の人口は 1,937 万人（前年比 72 万人増）となり、総人口に占める割合

は 15.5％と、初めて 15％を超えました。これは、いわゆる「団塊の世代」（1947年～1949年生

まれ）が 2022年から 75歳を迎え始めたことによると考えられます。 

 

◆非正規の高齢就業者が増加 

 2021年の総務省の労働力調査によると、高齢者の就業者（以下、「高齢就業者」という）数は

909万人（前年比６万人増）で、18年連続で過去最多となっています。 

また、高齢者の就業率（65歳以上の人口に占める就業者の割合）は 25.1％（前年と同率）とな

っています。年齢階級別では、65～69 歳の就業率は、10 年連続で上昇し 50.3％（前年比 0.7 ポ

イント増）で初めて 50％を超え、70 歳以上の就業率は、５年連続で上昇し 18.1％となっていま

す。 

高齢就業者を従業上の地位別にみると、役員を除く雇用者が 517万人（57.6％）で最も多くな

っています。さらにこれを雇用形態別にみると、非正規の職員・従業員が 393 万人（75.9％）と

なっています。なお、非正規の職員・従業員は、2011年の 168万人から 2021年では 393万人と、

10年間で 225万人増加しています。 

 

◆世界的にも就業率は高水準 

 国際的にみると、日本の高齢者人口の割合（29.1％）は世界で最も高く、次いでイタリア

（24.1％）、フィンランド（23.3％）、プエルトリコ（22.9％）などとなっています。また、主

要国における高齢者の就業率についても、日本（21.5％）は韓国（34.9％）に次いで高い水準と

なっています。 

高齢就業者は今後も増加することが予想されます。企業は国の政策や支援制度を活用して、い

っそう高齢者の雇用対策に取り組む必要がありそうです。 

【総務省統計局「統計からみた我が国の高齢者－「敬老の日」にちなんで－」】 

https://www.stat.go.jp/data/topics/topi1320.html 

 


